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●
申
し
込
み　

６
月　

日�
ま
で
に
「
ダ

３０

ン
ス
ポ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
申
込
者

（
団
体
の
場
合
は
代
表
者
）の
住
所
・
氏
名

（
グ
ル
ー
プ
名
）、電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
、

希
望
す
る
参
加
部
門
を
記
入
の
う
え
、
直

接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局

（
市
商
工
課
内
／
〒　
�
８
５
０
１
安
城

４４６

市
桜
町　
�
　

／�
〈　

〉１
１
１
２
／
Ｅ

１８

２３

７６

メ
ー
ルs

h
o
ko
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）

へ○
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
○
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●
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時
〜
午
後

１７

１１

２
時

●
と
こ
ろ　

市
民
交
流
広
場（
旧
更
生
病

院
跡
地
）問

い
合
わ
せ
▼
商
工
課

●
と
こ
ろ　

指
定
さ
れ
た
場
所
・
道
路

●
対
象　

市
内
の
学
校
、
事
業
所
、
グ
ル

ー
プ
な
ど　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

日
時
な
ど
を
調
整
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

５
月
６
日�
ま
で（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）に
市
商
工
課
に

あ
る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
事
業

部
会
事
務
局（
市
商
工
課
）へ　

■
ダ
ン
ス
ポ
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●
と
き　

８
月
６
日�

●
対
象　

①
一
般（
高
校
生
以
上
）で
七
夕

ま
つ
り
を
楽
し
み
た
い
個
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ　

②
学
校
内（
中
学
生
以
下
）の
ク
ラ

ス
、
ク
ラ
ブ
、
グ
ル
ー
プ（
大
人
の
責
任

者
が
必
要
）　

③
企
業
・
地
域
な
ど
の
各

種
団
体
な
ど
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■
協
賛
イ
ベ
ン
ト
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●
と
き　

ま
つ
り
期
間
中（
８
月
５
日�

〜
７
日�
）の
午
前　

時
〜
午
後
９
時
で

１０

１
団
体　

分
〜
１
時
間
程
度

２０

参
加
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
が
ろ
う
！

第　

回
安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
イ
ベ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
ポ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

５２

募　集

●
パ
レ
ー
ド
の
部（
審
査
あ
り
・
審
査

曲
「
Ｄ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｐ
ｏ　

Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
踊

ろ
舞
」）　

華
や
か
な
飾
り
の
下
で
、
ス

ト
リ
ー
ト
が
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
心
地
よ

さ
を
体
感
で
き
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎

●
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
の
部（
審
査
あ
り
・

曲
目
自
由
）　

ラ
イ
バ
ル
に
差
を
つ
け

る
な
ら
こ
の
部
門
で

●
踊
り
の
祭
典（
ス
テ
ー
ジ
披
露
）の
部

（
審
査
な
し
・
自
由
曲
）　

ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
が
夜
の
ス
テ
ー
ジ
を
よ
り
熱
く
演

出
し
ま
す

●
協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
例
●

パ
レ
ー
ド
形
式�
鼓
笛
・
バ
ト
ン
・
吹

奏
楽
・
踊
り
・
み
こ
し
・
仮
装
な
ど

舞
台
・
広
場
形
式�
ダ
ン
ス
・
楽
器
演

奏
・
演
劇
・
舞
踊
・
太
鼓
・
歌
謡
大
会
・

各
種
実
演
シ
ョ
ー
な
ど

※
政
治
・
思
想
・
宗
教（
布
教
）的
な
催

し
は
で
き
ま
せ
ん
。
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●
と
き　

５
月　

日�
午
前
９
時
〜

２２

午
後
４
時

●
集
合
場
所　

刈
谷
市
役
所
駐
車
場

（
午
前
９
時
）ま
た
は
知
立
市
役
所
駐

車
場（
午
前
９
時
）　

●
主
な
見
学
地　

柿
田
公
園（
洪
水

調
整
池
）、猿
渡
川
改
修
工
事
現
場
、

刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス（
刈
谷

市
）、弁
天
第
二
排
水
機
場（
刈
谷
市
）、

Ｊ
Ｒ
境
川
橋
り
ょ
う
改
築
工
事
現
場

（
刈
谷
市
）　

※
天
候
な
ど
に
よ
り
見

学
地
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生（
新

４
年
生
以
上
）と
そ
の
保
護
者

※
２
人
１
組
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員　
　

人（
定
員
を
超
え
た
場

８０

合
は
抽
せ
ん
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

　

日�
必
着
で
は
が
き
に
「
親
子
フ

１４ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
、
保
護
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
、

子
ど
も
の
氏
名
・
新
学
年
、
希
望
す

る
集
合
場
所
を
記
入
し
、
安
城
市
役

所
土
木
課（
〒　
�
８
５
０
１
安
城

４４６

市
桜
町　
�
　

）へ

１８

２３

防　災
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手　当　額　な　ど対　　象　　な　　ど名称／問い合わせ

１・２人目 �月額５０００円
３人目以降 �月額１万円

小学校第３学年修了前の児童を養育している人　※認
定請求をした月の翌月分から、支給事由の消滅した月
分まで支給。

児童手当
�問 児童課児童係

１人目 �月額４万１８８０円
２人目 �月額５０００円加算
３人目以降 �１人増すご
とに月額３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の
末日まで）の児童及び父のいない２０歳未満の中度・重
度の心身障害児の母、または母にかわってその児童を
養育している人　※父が重度の障害の場合も対象にな
ります。

児童扶養手当
�問 児童課児童係

市遺児手当 �月額２５００円
県遺児手当 �月額４５００円

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日
の属する年度の末日まで）の児童を監護養育している
人　※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県遺児手当
�問 児童課児童係

１級 �月額５万０９００円
２級 �月額３万３９００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手
帳１・２・３級と４級の一部の身体障害のある２０歳未
満の児童を養育している人

特別児童扶養手当
�問 児童課児童係

月額２万６５２０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で精神か身体に重度の障害があるため、日常
生活で常に特別の介護を必要とする人（障害の程度は
次の①～④のいずれか）　①身体障害２級（一部を除く）
以上の障害が重複してある場合　②身体障害２級（一
部を除く）以上の障害と知的障害ＩＱ２０以下の合併の
場合　③身体障害２級（一部を除く）以上の障害、また
は知的障害ＩＱ２０以下で、ほかに３級相当の障害が２
つ以上ある場合　④身体障害２級（一部を除く）以上の
障害、または知的障害ＩＱ２０以下か同程度の障害、病
状があり、日常生活でほぼ全面介護を必要とする場合
※施設入所者、長期入院者は対象になりません。

特別障害者手当
�問 障害援護課援護係

月額１万４４３０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で精神か身体に重度の障害があるため、日常
生活で常に介護が必要な児童（障害の程度は次の①～
④のいずれか）　①１級の身体障害児　②２級の身体
障害児の一部（常に介護を必要とする場合）　③ＩＱ２０
以下の知的障害児　④前記と同程度の障害、または病
状で常に介護が必要な場合　※障害を事由とした年金
受給者、施設入所者は対象になりません。

障害児福祉手当
�問 障害援護課援護係

１・２級でＩ�３５以下の
人 �月額１万６１００円
そのほかの人 �月額７０００
円

１・２級の身体障害者、ＩＱ３５以下の知的障害者、３
級の身体障害者でＩＱ５０以下の人　※特別障害者手当、
障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給者、施設入所
者は対象になりません。

在宅重度障害者手当
�問 障害援護課援護係

障害の程度により、月額
２０００～６０００円

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
を持っている人

障害者扶助料
�問 障害援護課援護係

※上記は平成１７年３月１５日現在の内容です。今後、対象や手当額などを変更する場合があります。

児
童
・
母
子
・
福
祉
手
当
の
支
給
制
度

該
当
す
る
人
は
お
早
め
に
申
請
を

福　祉
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■
新
安
城
駅
南
駐
車
場

●
供
用
開
始
日　

４
月　

日�
午
前
９
時

２０

●
駐
車
可
能
な
時
間　
　

時
間

２４

●
収
容
台
数　
　

台（
定
期
車
両
を
含
む
）

１５８

●
利
用
で
き
る
車
種　

自
動
車（
高
さ　
２.５

ｍ
以
下
）

●
料
金　

一
般�
　

分　

円（
１
日
最
大

３０

５０

　

円
）　

定
期�
全
日（　

時
間
）月
額
６

７００

２４

３
０
０
円
、
昼
間（
午
前
７
時
〜
午
後
９

時
）月
額
５
２
５
０
円

●
定
期
募
集
台
数　

全
日
、
昼
間
あ
わ
せ

て　

台（
予
定
）

５０
●
定
期
申
し
込
み　

４
月　

日�
午
前
９

１３

時
か
ら
、
駐
車
場
管
理
事
務
所（
安
城
駅

西
駐
車
場
内
）へ　

※
駐
車
区
画
を
特
定

し
な
い
の
で
満
車
時
に
は
す
ぐ
に
利
用
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利

用
で
き
る
の
は
供
用
開
始
日
以
降
に
な
り

ま
す
。

■
４
月
１
日
か
ら
一
部
の
市
営
駐
車
場
の

利
用
形
態
を
変
更
し
、
よ
り
便
利
に
な
り

ま
す

●
安
城
駅
西
駐
車
場
（
東
棟
）

①
１
日
最
大
料
金
を
設
定

新
料
金�
　

分　

円（
１
日
最
大　

円
）

３０

７０

９００

②
昼
間
定
期
料
金
を
開
始（
午
前
６
時
〜

午
後　

時
）

１０

昼
間
定
期
料
金�
月
額
７
３
５
０
円

③
夜
間
最
大
料
金（　

円
）を
廃
止

３００

●
御
幸
本
町
駐
車
場

○
一
部
区
画
が
東
側
市
道
か
ら
出
入
り
す

る
定
期
専
用
区
画
に
な
り　

時
間
入
出
庫

２４

可
能
に

定
期
専
用
区
画
利
用
可
能
台
数�
　

台
４３

申
し
込
み�
４
月
1
日�
午
前
９
時
か
ら

駐
車
場
管
理
事
務
所
へ

●
御
幸
本
町
駐
車
場
、
安
城
駅
西
駐
車
場

（
西
棟
）、安
城
駅
東
駐
車
場

○
夜
間
定
期
料
金（
月
額
２
１
０
０
円
）を

廃
止問

い
合
わ
せ
▼
維
持
管
理
課
、

駐
車
場
管
理
事
務
所（
安
城
駅
西

駐
車
場
内
／�
〈　

〉１
５
０
０
）

７４
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●
と
き　

５
月
〜
７
月
の
水
曜
日（
全　
１２

回
）　

ク
ラ
ス�
�
午
後
６
時　

分
〜
７

３０

時　

分　

ク
ラ
ス�
�
午
後
７
時　

分
〜

３０

４５

８
時　

分　
４５

●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
講
座
室
ほ
か　

●
内
容　

ク
ラ
ス�
�
中
学
校
レ
ベ
ル
の

英
会
話　

ク
ラ
ス�
�
さ
ら
に
積
極
的
に

会
話
を
楽
し
み
た
い
人
向
け
の
実
用
英
会

話　

※
両
講
座
と
も
日
本
語
は
使
い
ま
せ

ん
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

人（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

●
定
員　

各　

人　
３０

●
受
講
料
／
教
材
費　

３
０
０
０
円
／
１

０
０
０
円（
国
際
交
流
協
会
員
は
２
０
０

０
円
／
１
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

４
月　

日�
の
、
ク
ラ
ス

１３

�
は
午
後
６
時　

分（
整
理
券
配
布
開
始

３０

午
後
６
時
）、ク
ラ
ス�
は
７
時　

分（
整

４５

理
券
配
布
開
始
７
時　

分
）に
、
受
講
料

１５

及
び
教
材
費
を
添
え
て
、
市
民
会
館
講
座

室
へ　

※
同
時
に
２
人
分
以
上
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
受
付
開
始
時

間
に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
受
付
会
場

入
場
者
で
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
４
月　

日�
以

１４

降
に
同
協
会（
市
民
活
動
課
内
）で
直
接
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

国
道
1号
線
�

名鉄本線

名鉄本線�

名鉄本線�

新安城駅�

イトー�
ヨーカド－�

（新）�
八千代病院�

新安城駅�
　南駐車場�
新安城駅�
　南駐車場�

出入口�

問
い
合
わ
せ
▼
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
活
動
課
内
）

防　災

新
安
城
駅
南
に　

時
間
利
用
可
能
の

２４

市
営
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン

駐車場

防　災

楽
し
く
英
会
話
を
習
お
う

外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

英会話
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●
と
き　

各
地
区
公
民
館
で
指
定
す
る
日

時●
と
こ
ろ　

各
地
区
公
民
館
、
青
少
年
の
家

●
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生　

●
内
容　

各
地
区
公
民
館
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
各
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

●
参
加
費　

無
料（
材
料
代
は
実
費
負
担
）

防　災

お
い
で
ん
！
公
民
館
へ

地
域
子
ど
も
教
室
が
始
ま
り
ま
す

催　し

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家

（�
〈　

〉３
４
３
２
）

７６
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■
「
虐
待
」
が
疑
わ
れ
た
ら
、
今
す
ぐ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
！
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③環境首都への第１歩�

－2005年春－�山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです�

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待　
！！

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

児　童

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課
、

刈
谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉７
１
１
１
）

２２

①身体的虐待
　子どもをたたく、殴る、ける、たばこの
火を押しつける、熱湯をかける、夜間・冬
に家から締め出すなどの行為

②性的虐待
　子どもに対する性的行為やポルノグラフ
ィーの被写体を強要する行為

③心理的虐待
　子どもを無視する、ほかの兄弟姉妹と著
しく差別する、「おまえなんか生まれてこな
いほうが良かった」「おまえなんか嫌いだ」
などとなじる行為

④養育の拒否・怠慢（ネグレクト）
　食べ物やミルクを与えないなど適切な衣
食住の世話をしない、病気になっても医者
の診察を受けさせない、学校などへ登校さ
せない、乳幼児を家に残したまま度々外出
する、車中に放置するなどの行為

が
、
次
世
代
の
た
め
に
何
を
残
せ
る

の
か
と
考
え
た
時
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
子
供

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
社
会
環
境
を

残
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
、
心
底
か

ら
願
っ
て
い
る
。

　

市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
た
環
境
運

動
の
展
開
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
１
０

０
０
人
余
の
職
員
だ
け
で
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も

　

万
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い

１７た
だ
け
る
な
ら
、
行
政
の
責
務
と
市

民
パ
ワ
ー
に
よ
り
、
と
て
つ
も
な
く

大
き
な
運
動
が
展
開
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
総
合
計
画
の
立

案
段
階
で
は
、
広
く
一
般
公
募
も
含

め
た
市
民
代
表
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見

を
求
め
、
で
き
る
限
り
そ
れ
ら
を
尊

重
し
た
内
容
に
仕
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

「
安
城
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？
」
と

問
わ
れ
た
時
、
胸
を
張
っ
て
「
私
た

ち
の
ま
ち
は
日
本
の
環
境
首
都
！
」

と
市
民
の
誰
も
が
答
え
ら
れ
る
。
そ

ん
な
ま
ち
へ
と
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

育
て
て
行
き
た
い
。

　

理
想
は
、
ま
だ 
遥 
か 
彼
方 
に
あ
る
。

は
る 

か
な
た

だ
か
ら
こ
そ
今
、
ま
ず
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
よ
う
。

　

新
し
い
春
を
迎
え
た
。
こ
の
４
月

か
ら
、
新
し
い
安
城
市
の　

か
年
計

１０

画
、
第
７
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
目
指
す
べ
き
都
市
像
は
「
市

民
と
と
も
に 
育 
む
環
境
首
都
・
安
城
」

は
ぐ
く

で
あ
る
。

　

市
長
に
就
任
し
、
２
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
、
こ
の
新
し
い
総
合
計
画
に

ど
ん
な
都
市
像
を
描
き
出
し
て
い
く

の
か
。
私
な
り
に
自
問
自
答
し
つ
つ
、

色
ん
な
方
々
と
語
り
合
っ
て
き
た
。

　

社
会
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
田
園
地
帯
を
基
に
発
展
し
て
き

た
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
的
な
財
産
に

こ
だ
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
立
っ
て
、

新
し
い
時
代
の
都
市
像
を
こ
の
計
画

の
中
で
打
ち
出
し
て
み
た
い
と
思
っ

た
。

　

そ
う
し
た
結
論
と
し
て
「
環
境
首

都
」
に
行
き
着
い
た
。
環
境
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
、
環
境
面
で
日
本

の
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
。

　

毎
年
の
よ
う
に
様
々
な
自
然
災
害

が
発
生
し
、
未
来
へ
の
希
望
が
持
ち

に
く
い
昨
今
で
あ
る
。
大
人
の
世
代

レンタサイクルも環境首都レンタサイクルも環境首都
実現を目指して、走り出し実現を目指して、走り出し
ていますています


